
３月議会質問の内容　　５1回目の登壇
１．高齢者等の投票環境の向上について

あなたの声をカタチに！　市民相談第一　２,９００件

（丸山） 市内有権者の要介護者の状況と郵便投票数は。

（答え） 要支援・介護者は合計１６,７８８名となっている。郵便投票利用の

登録者数は４９名とないる。

（丸山）期日前投票期間に車椅子対応車両を借り上げ、本庁や支所で貸

し出す考えは。

（答え）今後、基準が緩和され利用の拡大が見込まれる郵便投票との兼

ね合いを見ながら、貸し出しに関する調査・研究を進めたい。

（丸山）通院が困難な高齢者に在宅で診療を受けられる体制は。

（答え）高崎市歯科医師会が総合保健センターに内に相談センターを開設し、

祝日と年末年始を除く月曜日から金曜日までの午前９時から午後４時まで、通

院が困難な人に、訪問診療の対応可能な歯科医を紹介して、自宅や施設で、

美味しく・楽しく・安全な食生活を送っていただく取組みを行っている。

（丸山）歯を磨けない施設入所者に施設ケアや訪問ケアが必要と思われるが

本市の状況は。

（答え）平成２９年度、本市の４８介護保険施設中、技術的助言や指導を２８施

設が、歯科衛生士による専門的口腔ケアを１５施設が行っている。口腔ケアの

充実を推進するため、今後、施設の体制整備や取り組みへの啓発を研究して

いきたい。

２．高齢期の口腔ケアの取組みについて

３．浜川運動公園の拡張整備事業について
（丸山）新しいテニスコートはどのレベルの大会まで開催できるのか。

（答え）テニスコートの規格については、地域大会や全国大会はもとより、国

際大会も開催可能な規格で整備を進めている。

（丸山）浜川運動公園のテニスコート整備で、市内出身の名選手、清水善

造氏の資料を有効活用する考えは。

（答え）コート付近に管理棟を建設予定であり、通路や壁面に資料を展示す

る考えがある。建設過程で再考し、何か位置付けをしたい。

危険な水路に蓋を設置 （問屋町内） 痛んだ路面を補修 （大八木町内）


